
2009 度活動方針 

 
野生生物は今もなお危険な状況にあり、このまま放置すればますます危機的状態に陥ります。

野生生物は命を奪われ、生息地は様々な人為の影響を受けて破壊され、生存のための絶対的条件

である環境が消滅しております。それらの原因となることはすべて人間活動です。利己的な消費

活動、企業活動によって大きな影響を受けています。 
 野生生物保全の原則は、野生生物の自立的な維持存続を妨げとなる一切の人為を排除すること

です。一見生きものにとって良いと思われる、えさを与え外敵から守るというようなことも、緊

急かつ暫定的な場合を除けば、してはならないことです。 
 このような原則に則り、私たちは、つぎのことにとくに留意し、活動を進めていきます。 
１．野生生物生息地でその保全活動している人たちの支援 
２．野生生物保全主体＊形成にとって必要な普及啓発活動 
３．国内外の野生生物保全にかかわる諸団体、政府機関等に対する協力、提言、監視 
４．これら諸活動の基礎となる調査・研究活動 
５．私たちの活動を支援してくださる会員の拡大と財政基盤の健全化 

＊ 野生生物保全を人間行為の重要な一つであることを理解し、積極的に野生生物保全にかか

わる人間性ゆたかな人 

 

2009 年度 事業計画 

特定非営利活動法人 野生生物保全論研究会 
 

1. 研究会運営 
（1） 理論研究会 『野生生物保全事典』出版後の課題を検討 
（2） 保全教育研究会 ３月に書籍出版  
（3） 野生生物保全ゼミナール（新規） 会員対象に『野生生物保全事典』の筆者が講演を

する。 
2. 調査提言 

（1） 野生生物データベース 五大陸を代表する哺乳類をキーワードに情報収集 
（2） 外国産野生動物ペット 2008 年度のスローロリス事業の発展として、獣医師らとと

もに「外国産野生動物ペット問題検討委員会（全 3 回を予定）」を立ち上げる。生息

地での絶滅、密輸、感染症、外来種などの観点から問題点を洗い出し、提言書をまと

める。この提言書をもとに 2010 年生物多様性条約ＣＯＰ10 に向けて、獣医師らの団

体と協力して普及啓発を行う。 
3. 普及啓発 

（1） ワイルドライフカレッジ 基礎講座を継続する。地方展開については今後の課題 
（2） ウエブサイトによる普及啓発 調査提言事業や、CITES 参加で得た情報を発信  

4. 国際会議 



・CITES 参加 2010 年 1 月 （開催延期） 日本政府の動向、野生生物保全をめぐる海外

の情報を収集 
・第１０回生物多様性条約国会議に向けての準備 

5. 会報発行 
年 4 回 2006、2007 年度の会員拡大に重点を置いた会報から、会員の満足度に重点を移した

会報にする。発行部数を減らし、ページ数を増やす。 
6. ＮＰＯ運営 

（1） 会員、サポーターとの交流を軸としたサイエンスカフェ及びゼミナールの実施。 
（2） 企業からの寄付拡大のためのエコプロダクツ出展（12 月）  
（3） 会員・寄付拡大のツールの見直し 



Ⅰ 収入の部

1 入会金収入

2 会費収入

3 セミナー等収入

4 補助金等収入

5 寄付金収入

6 雑収入

7 繰越金から繰り入れ

当期収入合計（A) 9,590,000

Ⅱ 支出の部

1 事業費

（1）研究会の運営
（2）野生生物保護ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ

　①調査提言

　③普及啓発

　④国際会議開催

（3）会報発行

2 管理費

給与

賞与

法定福利費

通勤交通費

家賃

水道光熱費

備品

通信運搬費

旅費交通費

会議費

消耗品

新聞図書費

修繕費

租税公課

諸会費

支払手数料

慶弔費

予備費

当期支出合計（B) 9,590,000

当期収支差額（A-B) 0
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科　　　目 金　　　額　（単位：円）

平成21年度特定非営利事業に係る事業会計収支予算書(案）
特定非営利活動法人　野生生物保全論研究会




